








文化財多言語解説整備事業（国際観光旅客税充当）
（新 規）

30年度予算額 500百万円

概要
訪⽇外国⼈旅⾏者の地域での体験滞在の満⾜度を向上させるため、⽂化財に対して多⾔語で先進的・⾼次元な⾔語

解説を整備する事業を、観光施策と連携させつつ実施。

ｖ

（ＨＰの多⾔語解説）（ＡＲ技術を使⽤した多⾔語解説）

事業内容

⽂化財の理解を深め、外国⼈旅⾏者の地域での体験滞在の満⾜度を向上。

⽂化財中核観光拠点２００か所を中⼼として、先進的・費⽤対効果の⾼い多⾔語解説を整備。

◆ 従来の⽂化庁事業にあるような単なる案内板やパンフレットの多⾔語対応とならないよう、訪⽇外国⼈旅⾏者の増加数や満⾜度をＫＰＩとして設定。
◆ 施策の事業効果を検証できる枠組みを設けた上で、第三者の評価も⾏い、適切なＰＤＣＡサイクルを実現。

（⾳声ガイドの多⾔語解説）

⽂化財活⽤・理解促進戦略プログラム2020（抄）
（平成28年4⽉ ⽂化庁策定）

2020年までの目標
・文化財単体ではなく地域の文化財を一体とした面

的整備や分かりやすい多言語解説の整備などの取
組を1000事業程度実施するとともに、日本遺産を
はじめ、文化財を中核とする観光拠点を全国200
拠点程度整備

⽂化庁
先進的・高次元な整備（新規予算）

＋案内板等の整備（既存予算）

観光庁
コンテンツ作成（新規予算）

分かりやすい多言語
解説整備推進委員会

国直轄で多⾔語化を強⼒に推進 観光庁・⽂化庁・環境省の予算連携による解説整備
観光庁予算：３億 文化庁予算：５億 環境省2.5億


	差し替え　４ページまで.pdf
	（差し替え）文化財多言語化事業.pdf

